
令和６年度  学 校 自 己 評 価 シ ス テ ム シ ー ト （滑川町立月の輪小学校） 

目指す学校像 子供が生き生きと活動し、保護者や地域から信頼される学校 
  
  
  
  
  
  
  
  
  

達 
成 
度 

Ａ ほぼ達成 （８割以上） 

重 点 目 標 

１ 確かな学力の確立          ￮日々の授業の充実    ￮学力と体力の向上                                                                                Ｂ 概ね達成 （６割以上） 

２ 豊かな心と人権尊重の精神の育成   ￮人との関わりを豊かにし、思いやりの心を育む道徳教育の推進 Ｃ 変化の兆し（４割以上） 

３ 学校・家庭・地域との連携      ￮家庭・地域に見える教育の推進 Ｄ 不 十 分 （４割未満） 

 

学    校    自    己    評    価  

 

 

学 校 関 係 者 評 価 

年    度    目    標 年  度  評  価 （ １１月１ ２４日  現在  ） 実施日 令和７年 月 日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策 学校関係者からの意見・要望・評価等 

１ 

※職員平均年齢３６．４歳。学力向上

には、若手の育成が重要となること

が近年続いている。 

〇授業規律は概ね身に付いており、落

ち着いた授業態度である。個人指導

については課題が見られる。 

▲算数の個人差が大きく、全体の平均

値も県平均より低い数値となってい

る。下位層のボトムアップにつなが

る指導が必要である。 

〇休み時間は、積極的に外に出て遊ぶ

児童が多い。 

▲男子児童に肥満傾向が多い。特に夏

季休業明けに肥満が進む傾向があっ

た。身体力テストでは、特に５０ｍ

走で男女ともに課題が見られる。 

学力の向上 

 

 

 

 

 

 

 

体力の向上 

・「主体的・対話的で深い学び」を実現する

ため、問題解決的な授業や話合い活動を

計画的に取り入れ、授業改善を図る。 

・各調査の分析結果を基に、本年度の重点

項目を絞り込み、各層の学力向上を図る。 

・家庭学習の充実を図り、学習の仕方や宿

題の取組方等を伝え、協力を得る。 

・ＩＣＴ機器の活用を再度見直し、適切な

場面や効果的な活用を行うことで学習に

対する意欲と定着を図る。 

・外遊びの推奨と同時に、学級全体での活

動を効果的に取り入れる。 

・学年での重点運動項目を定め、体育の授

業で継続的に行う。 

・家庭に長期休業後のデータを示し、連携

を図るころで、健康管理を充実させる。 

・基礎的基本的な事項の

定着度を見る評価テス

トで算数の平均90点以

上を85％以上にする。 

 

・重点運動項目について

は定期的に記録を取っ

て、指導や取り組みの

効果を確認する。 

 

・２学期の発育測定で前

年度と比較し、効果を

検証する。 

・各教科での評価テストについて
は、概ね８０～８５％となった
が、単元や学年・学級による差
が出ている。また、学期末の確
認テストでは定着率が落ちる傾
向が見られる。 

・家庭学習の取組の差が基礎基本
の定着に大きく影響している。 

・新体力テストでの全校の総合評
価は、種目別の平均値は全学年
数値が上がっているものの、県
平均より低い結果となった。 

・コロナ期に比べ運動する機会が
増えたものの児童の運動に対す
る意欲や関心が低下している。 

・肥満度２０％以上の割合は、学
校全体では４月８．８％に対し
９月は１２．７％と増加。高学
年になる傾向があるが、本校で
は男子に顕著に表れている。 

Ｂ 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 

・基礎基本の定着は児童の

個人差年々大きくなって

いる。低学年の段階で少

人数指導や複数対応を計

画する。 

・家庭学習での繰り返しが

学習の定着に大きく影響

するため、家庭での協力

と見取りを充実させる。 

・教職員の測定方法のみな

らず声がけやアドバイス

休み時間の活用を情報共

有する。 

・長期休業前の児童と家庭

への働きかけ（懇談会・

便りの特集号）を行う。 

児童の学力実態を適切に把握し、授業改善によく努

めて個に応じた指導もよく取り組んでいる。家庭学

習の重要性について保護者に働きかけを継続してい

きたい。問題解決学習や ICT機器の活用など研修を

勧め指導力の向上を図ってほしい。体力向上は具体

的方策のとおり重点目標を定め、指導計画を見直し

継続的に進めてほしい。 

授業に意欲的に参加している様子が見られ日々の

先生方の指導の成果を感じる。 

家庭での協力が学びの定着に大きな影響を与えてお

り、より一層家庭での学びが重要になると感じる。 

学習の定着のためには繰り返すことが必要である

が、授業だけでは十分な時間を確保することが難し

い。家庭学習の重要性について明確に示し、家庭へ

の丁寧な説明を望みます。 

学期末で定着率が低下する原因は、学期中に学習し

たことを忘れてしまうからではないでしょうか。学

期中に実施したテストを確認テストの前に家庭でふ

り返るような指導はどうでしょうか。 

学習面は、課程での取組の差が如実に表れると思い

ます。低学年の段階で、少人数指導、家庭への呼び

かけを地道にお願いします。ただ、県平均より低い

結果ということですが、月小卒業生は滑川中では成

績優秀と聞きますが。 

２ 

〇登校班や縦割り活動では、概ね高学

年が低学年の面倒をよく見ている。 

〇校内や全体で揃っての挨拶は、概ね

良くできている。 

▲校内では挨拶ができても、交通指導

員やボレンティア等、地域の人への

挨拶ができない児童が多い。 

▲年度当初低学年への複数対応が必要

となる。 

▲様々な理由から登校を渋るケースが

数件ある。 

思いやりを

行動に移せ

る児童の育

成 

 

 

規律ある態

度の育成 

（場に応じ

たあいさつ

・返事） 

・「道徳」の授業改善を図り、自分のこと

として考えられる授業を行い、道徳的実

践力を高める。 

・授業参観での道徳授業の公開と生活アン

ケートの学期毎に実施する。 

・縦割り活動の充実を図り、リーダーとし

ての自覚やあ責任感を育成する。 

・挨拶や返事の仕方などを各学年で、具体

的に指導し、全ての教育活動に於いて、

挨拶の実践に心がけ、見届ける。 

・家庭との連携を図り、学校、家庭それぞ

れの役割を確認し、足並みを揃えて児童

の健やかな成長を育成していく。 

・学校生活アンケートで

豊かな心や規律ある態

度に関する項目におい

て、達成率を85％以上

にする。 

・児童の登校しぶり、不

登校等の問題に組織的

対応をして、未然防止

や立ち直りを進める。 

・児童は学習規律に関しては全学
年８５％を超えできたと答えて
いる。挨拶に関しては高学年と
２年生が８割を切った。保護者
のアンケートでは、挨拶に対し
て、２年生以外は目標にいたら
ず、学年間の差が出ている。 

 
・学校と専門機関との連携が効果
的に働き、しぶりの解消や学校
に来れるようになったケースが
多数あった。家庭での役割分担
や協力が得られると解消につな
がっていく。 

Ｂ 

 

 

   

 

 

Ｂ 

 

・校内や校外学習先では、

よく挨拶できている。学

校、家庭それぞれの役割

を確認し家庭での働きか

けを工夫する。 

 

 

・家庭の役割や児童との関

わりについて、専門機関

と連携し、家庭での対応

や方針等を学校と共有し

対応していく。 

挨拶は今後も継続し保護者と協力して指導を進めて 

ほしい。先生方の努力で不登校児童も減少している 

今後も家庭や専門機関と連携し進めてほしい。 

挨拶はコミュニケーションの基本なのでさらに推進 

していただきたい。不登校支援も保護者対応も組織 

的に対応されており若手の先生方が安心して働くこ 

とができていると思われる。 

登校の見守り時や校内ですれ違う時に、よく挨拶が 

できている印象です。必要な場面で挨拶ができてい 

ることを高く評価します。 

通学中の児童に挨拶すると、たしかに声が少し小さ 

い気がします。なかには元気な子もいますが。挨拶 

は繰り返し続けることしかないと思います。引き続 

きご指導お願いします。 

 



３ 

〇学校運営協議会を含め保護者のみな

らず地域の方々に学校や行事の公開

や参加機会を増やす。 

〇学校だより等で様子を伝えている。

児童や保護者のコメント等を掲載す

る学年もある。 

▲地域間のつながりの希薄さを感じる

ケースがある。学校をもとにしたつ

ながり作りを進めたい。 

開かれた学

校づくり 

（家庭・地

域に見える

取組） 

 

・学校行事や学校の教育活動を積極的に見

ていただく機会を増やすと同時に、学校

応援団等での保護者・地域との関わりを

増やす。 

・学校行事を公開し児童の活動の様子を参

観していただく。 

・PTA行事等を含め積極的に家庭との連携

を図り、協力態勢を構築する。 

・保護者の意見には傾聴し、迅速な対応、

保護者や児童に寄り添った指導を行う。 

・学校評価に関わるアン

ケートで積極的に「情

報公開している」の項

目の90％にする。 

・学校公開や授業参観等

の機会を活用し、保護

者間で意見交換やコミ

ュニケーションを取る

機会を作る。 

 

・「情報公開」の項目は全学年で

概ね９０％を超えている。 

 

・学校行事や芸術鑑賞教室等保護

者に公開する機会がコロナ前に

戻ってきている。地域への公開

は学校公開と運動会と限られて

いるので、地域を学ぶ学習の機

会を増やしていきたい。 

Ａ 

・引き続き、保護者・地域

への公開機会を検討する

とともに高等学校や中学

校との交流機会を増やし

ていく。 

 

・総合的な学習の時間での

年間指導計画の中に取り

入れる。 

学校だよりや、すぐーるを利用し、また学校公開な 

ど積極的に取り組み成果を上げている。地域学習を 

進める上で、教師が郷土を知る取組も必要と思われ 

る。 

地域を学ぶ機会が大人も子供もあるとよい。 

異校種連携については更に互いの成長につながるよ 

うにしていきたい。 

情報公開や学校公開に関心のある保護者や地域の方 

々には、学校の様子は十分伝わっていると思いま 

す。引き続き「開かれた学校づくり」への取組を期 

待しますが、教育活動の負担にならないよう配慮も 

望みます。地域間のつながりの希薄さは児童、学校 

ばかりでなく大人にも、ここ１０～２０年感じてい 

ます。大人から地域の行事や活動に参加をしてもら 

えば児童にもつながると思うのですが・・・なかな 

か難しい問題ですね。 

   〇印：成果と思われること  ▲印：課題と思われること 

家庭学習の必要性 

２０２０年３月に文部科学省から公示された 家庭ではぐくむ「生きる力」では、「家庭教育は全ての教育の出発点です。子どもに基本的な生活習慣を身に付けさせるとともに、自立心を育成し、心身の調和のとれた発達を図るなど「生きる力」の基

礎的な資質や能力は、家庭において培っていただくことが大切です。」と述べられています。家庭教育、家庭学習は学校教育の前提となっています。 

 勉強の場は学校が中心となります。教室の子供たち一人一人が学習を習得するのに必要な時間には、もちろん個人差がありますが、学校では学習内容が多く授業時数も限られています。繰り返し学習の時間にたくさんの時間を設けにくいのが現状です。 

 人は授業で学習したことは時間の経過とともに忘れていくし、１度や２度聞いただけで内容を完全に理解するというのはなかなか難しいものです。そのため、家庭と学校の両方を学びの場とし、学習内容を定着させることが必要になります。漢字の学

習や音読、かけ算九九など繰り返すことで定着する代表格です。 

 特に低学年のときの「音読」では、一文字一文字の拾い読みから、繰り返す課程で単語や文の意味を理解し、文が伝えようとしていることが分かるようになります。「音読をやったふり」をすることで、文章が読めないまま次学年に進むことにつなが

ってしまいます。算数の足し算・引き算の繰り上がりや繰り下がり、かけ算九九なども同じで、九九が定着していないと、割り算もできません。基本の四則計算ができなければ、さらに上の学年に進むにつれて、ますますわからなくなってしまいます。 

 人は「忘れる」ものです。スポーツ選手が練習を繰り返し技能など習得するように、勉強も繰り返しが必要です。授業中は「わかったつもり」はずだったのに、テストになるとできないことが多々あります。「わかったつもり」と「本当にわかった」

とは違うからです。 

聞いたことは忘れ、見たことは覚え、行ったことは理解する「本当にわかった」になるには、学習後復習し、自分の力でくり返しやってみる必要があります。ご家庭で、子供たちが自分の力で解けているか見届けることで、本当にわかっているのか確認

することができます。 

 

挨拶 ～大人が口にしない挨拶は覚えにくい～ 

「挨拶は、まわりの大人を見ながら学んでいくもの」と言われています。まわりの大人があまり口にしない挨拶は、子供も「いつ、どこで」「なんのために」する挨拶なのかよくわからないのではないのでしょうか。 

毎年交通指導員さんから「通学班の班長がしっかり挨拶できる班の子たちは、挨拶ができますね。」と言われます。子供同士でも、先輩の様子が大きく影響しているようです。私が子育て中に子供の保育園の先生に教えてもらった、挨拶ができるよう

になる３つのポイントがありました。 

①「親が楽しそうに挨拶する」 

②「最初に子供の名前を付けて挨拶する」 

③「子供に挨拶されたときに気持ちいいねとなど感じたことを言葉にする」です。 

 

挨拶は楽しく、気持ちのよいことと感じさせることが、子供に挨拶を身に付けさせるポイントなのだと思いました。人生を豊かにするきっかけにもなる挨拶。学校だけでも、家庭だけでもなかなか身に付くことではないようです。ご家庭と学校の両輪

で進めていくことが、「挨拶のできる子」を育てる上では大切なことと考えております。 

 


